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取扱説明書

お買いあげ頂きまして誠にありがとうございます。
XPK-250W mk3は当社製H-BUSまたはMIDI対応機種用、3接
点25 のペダル 盤ユニットとエクスプレッション・ペダル・ユニッ
トで構成された製品です。
本製品を末永く、そして安全にご使用いただくため、この取扱説明
書をよくお読みください。
お読みになった取扱説明書は、大切に保管してください。

H-BUS対応機種
XK-7/-7D、XK-5

MIDI 対応機種
X K -3 / - 3C、X K -1C、X K -4、S K  P R O、S K X  P R O、
SK1/SK2/SKX
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2 安全上のご注意

分解・改造の禁止
● この機器を分解したり（取扱説明書に記載されて
いる指示を除く）、改造したりしないでください。

修理・部品交換
● 修理／部品の交換などで、取扱説明書に書かれて
いないことは、絶対にしないでください。必ずお買
い上げ店または最寄りの鈴木楽器販売に相談して
ください。

使用・保存環境
● 次のような場所での使用や保存はしないでくださ
い。
○ 湿度が極端に高い場所（直射日光の当たる場
所、暖房器具の近く、発熱する機器の上など）

○ 水気の近く（風呂場、洗面台、濡れた床など）
○ 雨に濡れる場所
○ ホコリの多い場所
○ 振動の多い場所

設置場所
● この機器を、ぐらついた台の上や傾いた場所に設
置しないでください。必ず安定した水平な場所に
設置してください。

異物・液体を入れないで
● この機器に、異物（燃えやすいもの、硬貨、針金な
ど）や液体（水、ジュースなど）を絶対にいれないで
ください。

問題時にはご連絡を
● 次のような場合には、直ちに電源を切ってACアダ
プターをコンセントから外し、お買い上げ店または
最寄りの鈴木楽器販売へ修理を依頼してください。
○ ACアダプター本体、電源コード、またはプラグ
が破損したとき

○ 煙が出たり、異臭がしたとき
○ 異物が内部に入ったり、液体がこぼれたりした
とき

○ 機器が（雨などで）濡れたとき
○ 機器に異常や故障が生じたとき

お子様に注意
● お子様のいるご家庭で使用する場合、お子様の取
り扱いやいたずらに注意してください。必ず大人の
方が、監視／指導してあげてください。

衝撃を与えないで
● この機器を落としたり、この機器に強い衝撃を与
えないでください。

製品の上に乗ったり、重い物を乗せたりし
ないでください
● 製品が故障する原因になりますし、製品が転倒し
たりしてお客様がケガをする危険性があります。

移動の際には接続ケーブルをすべて外して
ください
● この製品を移動させるときは、接続ケーブルはすべ
て外してください。コードが傷つき、火災や感電の
原因となることがあります。

コードは引っ張らないでください
● コードを抜き差しする場合は、必ずプラグを持って
ください。

接続時の注意
● 接続時はすべての機器の電源を切ってください。
 取扱説明書に従い、指定された正しいケーブルを
ご使用ください。

可動部に注意
● 本製品を組み立てたり収納したりするときは、指な
どをはさまないように注意して行ってください。

警告 この表示内容を無視した取り扱いをすると、死亡や重傷を負う可能性が想定さ
れます。

注意 この表示内容を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的障害
が発生する可能性が想定されます。



3



各部の名称と働き

ペダル 盤ユニット
❶ ペダル 盤
25 、ラジアルフラット型、3接点のペダル 盤です。

❷ フットレスト
❸ アジャスター
回転して床に接し、がたつきを抑えます。

❹ H-B
バ ス

USジャック
対応の当社機器に接続します。電源供給と演奏情報
が1本のケーブルで送られます。

❺ ダストキャップ
エクスプレッション・ペダル・ユニット
❻ エクスプレッション・ペダル
ペダル 盤対応の高機能エクスプレッション・ペダル
です。
エクスプレッション・ペダルとしての機能のほか、ペダル 盤の
制御機能、DC入力及びMIDI出力端子を搭載しています。

❼ フット・スイッチ
演奏中に各種スイッチ操作を行うためのスイッチです

❽ LED
演奏状態や各種バリューを表示します。

❾ DC I
イン

Nジャック
MIDIで使用する場合に、ACアダプターより電源を供給します。

10 M
ミ デ ィ

IDI O
ア ウ ト

UTジャック
演奏情報を送信します。

11 F
フ ッ ト

OOT S
スイッチ

Wジャック
フット・スイッチの状態を出力します。
プラグが差し込まれると、MIDI及びへのフット・スイッ
チ情報の送信は停止します。

12 E
エ クスプレッション

XPRESSIONジャック
エクスプレッション・ペダルの状態を出力します。
プラグが差し込まれると、MIDI及びへのエクスプレッ
ション情報の送信は停止します。

13 コードフック
ACアダプターのコードを掛け、ジャックやコードを保護します。

付属品
14 H-BUSケーブル
1.0m。ラベルを貼って使用します。

15 六角穴付きボルト（M6×25、3個）
エクスプレッション・ペダルを固定します。

16 六角レンチ（5mm）
15の固定に使用します。

17 ノブボルト（M6×25、3個）
エクスプレッション・ペダルを固定します。頻繁に取り外しを行
う場合は、15に換わりこちらをご使用ください。うち一つには、
抜け止めワッシャー18が挿入されています。

18 抜け止めワッシャー（5.6×12mm）
ノブボルト／六角穴付きボルトを保持します。
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Downstream side
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4 組み立てかた
・ 指を挟んだり、足に物を落としたりしないよう、充分注意して作業してください。
・ 作業は電源を切った状態で行ってください。

ペダル 盤ユニットにエクスプレッション・ペダル・ユニット
を置きます。
背面のボルト❶に続き天面のボルト❷を締めます。
取り付け後、エクスプレッション・ペダル・ユニットにぐらつ
きのないことをご確認ください。

ペダル 盤ユニット天面の穴に、六角穴付きボ
ルト（またはノブボルト）2本を差し込み、時計
方向に数回転、回します。
手順④でエクスプレッション・ペダル・ユニット
を取り付けられるよう、ボルト頭部の下に 間
がある状態にしてください。

六角穴付きボルト（またはノブボルト）と抜け止めワッシャー
を、エクスプレッション・ペダル・ユニットのブラケットに取り
付けます。

運搬

本機を運搬する場合は、でき
るだけ大人二名でエクスプ
レッション・ペダル側の箱部を
持って行ってください。
たわみを防ぐため、角やフット
レストを持ち上げないでくだ
さい。

or

or

❶

❷
or

エクスプレッション・ペダル・ユニットと、ペダル 盤ユニッ
トとを、前者の底部から出ているケーブルでコネクターの向
きに注意して接続します。
NOTE: コネクターを外す場合は、コネクターの[PUSH]ボタンを

押しながら引き抜いてください。

②

④

①

③
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 接続のしかた
XK-7D 及び ST-XLK5W/-XKD-W

● 上図のようにケーブルを接続します。
● 電源はオルガンから供給されます。ACアダプターは接続しないでください。
● では以下の信号が送られます。
・ ペダル 盤、各 の3接点（オルガン音源用の設定可能な仮想マルチ・コンタク
ト、エクスターナル・ゾーン用のベロシティ）

・ エクスプレッション・ペダル
・ フット・スイッチ

● それぞれの機器は自動的に認識されますので、特別な設定は不要です。
NOTE: この図では 盤拡張以外の接続は省略してあります。電源や音声など、基本的な接続は

XK-7Dの取扱説明書をご参照ください。

 ペダル 盤の位置

手 盤とペダル 盤との位置関係を正しくするために、スタン
ドとXPK-250W mk3を左図のように設置してください。

 マルチ・コンタクト 盤
本製品はB-3/C-3といったマルチ・コンタクト
盤のハモンドオルガンを模すために、1 あた

り3接点を搭載しています。

MIDI OUT H-BUS

Physical 
Contacts

Velocity 
Calculation

Raw Data

#1
#2

#3

Press a Pedal
“on” 

sequentially

XPK-250W mk3

スタンドST-XLK5W/-XKD-W, ST-XLK3の脚

目印
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6

XK-7, XLK-5 及び ST-XLK5W/-XKD-W

CU-1

● 上図のようにケーブルを接続します。
● 電源はオルガンから供給されます。ACアダプターは接続しないでください。
● では以下の信号が送られます。
・ ペダル 盤、各 の3接点（オルガン音源用の設定可能な仮想マルチ・コンタ
クト、エクスターナル・ゾーン用のベロシティ）

・ エクスプレッション・ペダル
・ フット・スイッチ

● それぞれの機器は自動的に認識されますので、特別な設定は不要です。
NOTE: この図では 盤拡張以外の接続は省略してあります。電源や音声など、基本的な接続は

XK-7の取扱説明書をご参照ください。
ペダル 盤ユニットの位置合わせについては、P.5をご参照ください。

接続のしかた - 続き
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XK-5, XLK-5 及び ST-XLK5W/-XKD-W

CU-1

PHONES
HEAD CU-1

TO KEYBOARD   PEDAL

● 上図のようにケーブルを接続します。
● 電源はオルガンから供給されます。ACアダプターは接続しないでください。
● では以下の信号が送られます。
・ ペダル 盤、各 の単接点（オルガン音源用の仮想マルチ・コンタクト、エクス
ターナル・ゾーン用のベロシティ……両者とも固定値です）

・ エクスプレッション・ペダル
・ フット・スイッチ

● それぞれの機器は自動的に認識されますので、特別な設定は不要です。
NOTE: この図では 盤拡張以外の接続は省略してあります。電源や音声など、基本的な接続は

XK-5の取扱説明書をご参照ください。
ペダル 盤ユニットの位置合わせについては、P.5をご参照ください。
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SK PRO/SKX PRO, SK1/SK2/SKX, XK-1C, XK-4

PEDALBOARDEXPRESSION

FOOT SW

MIDI Cable

For XPK-250W mk3

MIDI OUT

Mono Phone Cable

Stereo Phone Cable LIS-200

DC IN

ACアダプター :
AD1-1210シリーズ（別売）

（別売）

設定方法はP. 10をご参照ください。
NOTE: ACアダプターがDC INジャックに接続されている間、本機は動作し続けます。ご使用が

終わったら、ACアダプターをコンセントから外してください。
NOTE: この図では 盤拡張以外の接続は省略してあります。電源や音声など、基本的な接続は

各楽器の取扱説明書をご参照ください。

接続のしかた - 続き
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XK-3/-3C と XLK-3/-B3

OUT IN 1 IN 2

MIDI
RETURN/

EXT IN

PEDALBOARD

FROM ORGAN EXP. 2

EXPRESSION

FOOT SW

MIDI OUT

8-Pin Cable

MIDI Cable 1.5m

MIDI Cable 2.0m

For XPK-250W mk3

MIDI Cable

8-Pin Cable

LOWER KEYBOARD 

Bottom Hole

MIDI OUT

Mono Phone Cable
Stereo Phone Cable LIS-200

DC IN

ACアダプター :
AD1-1210シリーズ（別売）

（別売）

設定方法はP. 10をご参照ください。
NOTE: ACアダプターがDC INジャックに接続されている間、本機は動作し続けます。ご使用が

終わったら、ACアダプターをコンセントから外してください。
NOTE: この図では 盤拡張以外の接続は省略してあります。電源や音声など、基本的な接続は

各楽器の取扱説明書をご参照ください。
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10  設定のしかた
SK1/SK2/SKX、XK-1C
MIDIテンプレートを呼び出す

[M
メニュー

ENU] - M
ミ デ ィ

IDI - T
テ ン プ レ ー ト

EMPLATE “P
ペ ダ ル

edal K
キーボード

BD”を選択し、[E
エンター
NTER]

ボタンを押します。

フットスイッチのデバイスと用途を選択する
レスリースイッチCU-1をご使用でない場合は、本機のフットス
イッチを各種切り替え操作に使用できます。

[C
コントロール
ONTROL] - F

フ ッ ト

OOT S
スイッチ

W  - D
デ バ イ ス

EVICEを“F
フ ッ ト

OOT S
スイッチ

W”に、同じく
T
チップ

IP M
モ ー ド

ODEを所望の機能に設定します。

エクスプレッション・ペダルを選択する

[C
コントロール
ONTROL] - E

エクスプレッション

XPRESSN - S
ソ ー ス

OURCEを、“P
ペダル

ED(N
ノーマル

ORM)”に設定し
ます。
以上で各種設定は終わりです。[P

プレイ
LAY]ボタンを押して、プレイ画

面に戻ります。

XK-3/-3C または XLK-3/-B3
MIDIテンプレートを呼び出す

[M
メニュー

ENU] - M
ミ デ ィ

IDI - T
テ ン プ レ ー ト

EMPLATE “S
シーケンサー

eq.R
レ コ ー ド

ecord”を選択し、[4]
R
リコール

ECLを押します。

フットスイッチのデバイスと用途を選択する
レスリースイッチCU-1をご使用でない場合は、本機のフットス
イッチを各種切り替え操作に使用できます。

[C
コントロール
ONTROL] - F

フ ッ ト

OOT S
スイッチ

W  - 1(P
フ ォ ン

HONE)D
デバイス

EVを“P
ペ ダ ル

EDAL”に、同じ
くT
チップ

IP M
モ ー ド

ODEを所望の機能に設定します。

エクスプレッション・ペダルを選択する

[C
コントロール
ONTROL] - E

エクスプレッション

XPRESSN - S
ソ ー ス

OURCEを“P
ペダル

ED(N
ノーマル

ORM)”に設定しま
す。
以上で各種設定は終わりです。[P

プレイ
LAY]ボタンを押して、プレイ画

面に戻ります。

SK PRO/SKX PRO、XK-4
MIDIテンプレートを呼び出す

[M
メニュー

ENU/ E
イグジット

X I T ] - S
シ ス テ ム

YSTEM - M
ミ デ ィ
IDI - T

テ ン プ レ ー ト

EMPLATEをお持ちのシス
テムに合わせて選択し、カーソルをL

ロ ー ド

OADアイコンに移動し、
[E
エンター
NTER]ボタンを押します。

フットスイッチのデバイスと用途を選択する

[C
コントロール
ONTROL] - F

フ ッ ト

OOT S
スイッチ

Wn - D
デ バ イ ス

EVICEを“F
フ ッ ト

oot S
ス イ ッ チ

witch”に（FOOT 
SW1のみ）、T

チップ

IP M
モ ー ド

ODEを所望の機能に設定します。

エクスプレッション・ペダルを選択する

[C
コントロール
ONTROL] - E

エクスプレッション

XPRESSION P
ペ ダ ル

EDAL - S
ソ ー ス

OURCEを、“B
ボ ー ス

oth”または
“P
ペ ダ ル

edal”に、P
ポ ラ リ テ ィ

OLARITYを“N
ノ ー マ ル

orm”に設定します。
以上で各種設定は終わりです。[R

レ コ ー ド
ECORD]ボタンを押して、設定

を記憶します。
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 その他の操作

リバウンド・タイム
離 時に二度鳴りが起こる場合、「リバウンド・タイム」を調節す
ることによって、これを回避することができます。
パラメーター バリュー 初期値
右側B 左側C ～ 中央E:

離 がバリュー × 5.3[ms]遅延
但し16番は遅延なし

16

NOTE: 長すぎるリバウンドタイムは発音の遅れを生じます。

Value (x 5.3 milliseconds)

1
2

3
4

5 6
7

8
9

10
11

1213
14

15
16 = “0”

Rebound
Time

M
ミ デ ィ

IDIチャンネル
ペダル 盤、エクスプレッション・ペダル及びフット・スイッチの
MIDIチャンネルを設定します。

パラメーター バリュー 初期値
右側C（ペダル 盤） 左側C ～ 中央E:

チャンネル 1 ～ 16
3

右側B
（エクスプレッション・ペダル
及びフット・スイッチ）

11
2

3
4

5 6
7

8
9

10
11

1213
14

15
16

Value
Keys’ Ch.

Exp & Sw Ch.

LEDの明るさ
必要に応じて、LEDの明るさや機能を変更することができます。
パラメーター バリュー 初期値
右側A 左側C ～ E （1 ～ 4）:

常時点灯
左側E ～ G（5 ～ 8）:

打 時点灯

5

NOTE: 通常起動時はそれを表示するため、LEDが最高輝度で2秒間点
灯します。

1
2

3
4

5 6
7

8

Indicating 
note

Always 
“On”

LED 
Brightness

本機は様々な設定を行えます。設定を変更するには、
1. 電源を入れます（使用形態がの場合はオルガンの電源を
入れ、MIDIの場合はACアダプターを接続します）。

2. 同時に*1エクスプレッション・ペダル右のLED（右図）が2秒間点灯
します。その時間内に下記のパラメーター・キーとバリュー・キーを
押し続けます。

3. 設定が完了すると、LEDがバリューに応じて点滅します。
*1 XK-5とH-BUSで接続している場合は、「プレイ画面が表示されてから」

チャタリング除去
打 及び離 時にバタつきが起こる場合、「チャタリング除去」
によって、これを回避することができます。
パラメーター バリュー 初期値
右側A 左側C(1): オフ

左側C(2): オン
1

NOTE: 本機はトーンホイール・オルガンの挙動を再現するため、工場出
荷時には敢えてチャタリング除去を行っておりません。パイプ
オルガンや電子オルガンの音色を演奏したり、外部のシンセサ
イザーをコントロールしたりする場合には、チャタリング除去を
「オン」にすることをお勧めします。

1 2

Off
On

Chattering 
Elimination
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12 その他の操作 - 続き

工場出荷時の設定に戻す
本機の設定を工場出荷時と同じ状態に戻すには、最も高い
「B」、「B」、「C」のキーを踏みながら電源を入れます（左図参
照）。
初期化が行われ、エクスプレッション・ペダル右のLEDが3回速
く点滅します。

フット・スイッチのコントロール・コード

1
2

3

Off
CC#18

Control 
CodeCC#64

フット・スイッチの操作による、MIDI OUTへのコントロール・
チェンジ番号を設定します。

パラメーター バリュー 初期値
右側F 左側C（1）: 

送信しない
左側C（2）:

 18（汎用操作子1）
左側D（3）:

64（ダンパー）

3

NOTE: このパラメーターはMIDIのみ有効で、H-BUSには無効です。

ベロシティ・カーブ

1
2

3
4

5 6

Hard – Easy Fixed 100, 127

Velocity 
Curve

ペダル 盤の演奏による、MIDI OUTへのベロシティ・カーブ
（打 の強さと、送信されるベロシティ値との対応）を設定しま
す。

パラメーター バリュー 初期値
右側G 左側C ～ E（1 ～ 4）:

ハード ～ イージー
左側E、F（4、5）

固定100、固定127

1

NOTE: このパラメーターはMIDIのみ有効で、H-BUSには無効です。
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トラブルシューティング
 オルガンから音が出ない
 ケーブルを使用している場合: ペダル 盤ユニットのキーを演奏しな
がらエクスプレッション・ペダル・ユニットのLED（図1）の点灯を確認してくだ
さい。点灯しない場合は、ペダル 盤ユニットとエクスプレッション・ペダル・ユ
ニット間のケーブルの接続を確認してください（図2）。

 M
ミ デ ィ

IDIを使用している場合: エクスプレッション・ペダル・ユニットのLED（図1）
がゆっくり点滅している場合は、ペダル 盤ユニットとエクスプレッション・ペダ
ル・ユニット間のケーブルの接続を確認してください（図2）。
 MIDIチャンネルが合っていない。 → MIDIチャンネルを設定します。

 エクスプレッション・ペダルやフット・スイッチが効かない
 やMIDIでコントロールしている場合: [E

エクスプレッション
XPRESSION]や[F

フ ッ ト
OOT S

スイッチ
W ]

ジャックにケーブルが接続されていたら、そのプラグを抜いてください。本機は
それらのジャックにプラグが挿入されていると、や[M

ミディ
IDI O

アウト
UT]ジャック

へエクスプレッションやフット・スイッチのメッセージを送信しません。
 [EXPRESSION]ジャックでコントロールしている場合: プラグに2本線がある「ス
テレオ」（またはTRS）フォンケーブルをご使用ください（図3）。

 仮想マルチ・コンタクトが働かない（XK-7/-7Dと接続時）
 本機にACアダプターで電源を供給すると、本機とXK-7/-7Dの間での仮想マ
ルチ・コンタクトは正しく動作しません。ACアダプターを外し、ケーブ
ルのみで本機とXK-7/-7Dとを接続、電源を入れ直してください。

 XK-7/-7Dが本機を正しく認識できているかどうかは、MENU - SYSTEM - 
INFORMATION - IS ACTIVEページのH-BUSパラメーターが “XPK-250W 
mk3” と表示されていることで確認できます。

“Stereo”
or TRS

“Mono”
or TS

図1

図2

図3
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14 MIDIインプリメンテーション・チャート
Hammond Pedalboard MIDI Implementation Chart Date: 1-May-2025
Model: XPK-250W mk3 Version: 1.0

Function Transmitted Recognized Remarks

Basic 
Channel

Default 1, 3 X Note: 3, Control: 1
Changed 1 - 16 X

Mode
Default 3 X
Messages X X
Altered *****

Note 
Number

36 - 60 X
: True Voice *****

Velocity Note ON O X
Note OFF O X

After Touch Key’s X X
Ch’s X X

Pitch Bend X X

Control 
Change

11 O *1 X Expression
18, 64 O *2 X Foot Switch

Program 
Change

X X
: True # ***** X

System Exclusive X X

System 
Common

: Song Position X X
: Song Select X X
: Tune X X

System 
Real Time

: Clock X X
: Commands X X

Aux. 
Messages

: All Sounds Off X X (120)
: Reset All Controllers X X (121)
: Local On/Off X X
: All Notes Off X X
: Active Sense O X
: Reset X X

Mode 1: OMNI ON, POLY    Mode 2: OMNI ON, MONO
Mode 3: OMNI OFF, POLY    Mode 4: OMNI OFF, MONO

O: Yes
X: No

*1 Stops sending while the [EXPRESSION] plugged in.
*2 Stops sending while the [FOOT SW] plugged in.



15仕様
盤
25 、ラジアルフラット型、3接点（仮想マルチ・コンタクト及
びMIDIベロシティ用）

コントロール
エクスプレッション・ペダル、フット・スイッチ

接続端子
、MIDI OUT、FOOT SW、EXPRESSION、DC IN

寸法
1051(W) × 937(D) × 346(H) mm
（本体＋エクスプレッション・ペダル最大時）
1051(W) × 906(D) × 205(H) mm
（本体のみ）

重量
25 kg（ペダル 盤 ＋ エクスプレッション・ペダル）

電源
DC 9‒15V 0.1A（ACアダプター使用時）
DC 5V 0.1A（使用時）

付属品
ケーブル(1.0 m)
六角穴付きボルト（M6 x 25、 3個）
六角レンチ（5 mm）
ノブボルト（M6 x 25、 3個）
抜け止めワッシャー（5.6 x 12 mm）

H-B
バ ス

US規格
Upstream Downstream 本機の通信には、演奏信号の送受信のほか電源の供給も行う

当社独自の規格を採用しています。
接続には専用のケーブルを使用します。このケーブル
のコネクターは「上り」「下り」でそれぞれ形状が異なります。

ジャックと回路

MIN MAX
10kB

E
エ ク ス プ レ ッ シ ョ ン

XPRESSIONジャック F
フ ッ ト

OOT S
スイッチ

Wジャック
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保証とアフターサービス
この商品には保証書を添付しております。所定の事項の記入後、記載内容をご確認の
上、大切に保管してください。
保証期間はお買いあげ日より1年間です。保証書の記載内容によりお買いあげ販売店
が修理いたします。その他、詳細は保証書をご覧ください。
保証期間が切れましても、修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望によ
り有料修理いたします。
アフターサービスについてご不明の場合は、お買いあげの販売店またはもよりの営業
所にお問い合わせください。
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